
　　　　

7 年 5 月 1 日

平日 14 時 0 分から 17 時 30 分まで あり なし

休校日 10 時 0 分から 16 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

（別添資料１）

家族支援

・保護者との定期的な面談・連絡帳・電話等を通じて、家庭との連携を
図ります。
・家庭での困りごとや育児負担を共有し、必要に応じて専門機関との橋
渡しを行います。

移行支援

・進学・進級や将来的な自立を見据えた日常生活支援を行います。
学校や関係機関との連携を図り、本人に合った情報提供を行います
。

地域支援・地域連携

・近隣の学校・保育園・医療機関・他事業所と連携し、地域に根ざした
支援を提供します。地域の行事参加なども通じて社会とのつながりを意
識します。

職員の質の向上

・外部・内部研修、OJTの実施により、支援の質向上を図ります。
スタッフ間での学び合いも重視しています。

支　援　内　容

活動前後のあいさつや整容支援を通して、生活習慣を育てます。

跳び箱・平均台・トランポリン・ストレッチ・ダンス等で感覚統合や身体の使い方を楽しく学びます。

本
人
支
援

運動プログラムの中で順番やルールを理解し、衝動のコントロールや達成感を体験します。

体験した活動を言葉で振り返る機会を持ち、語彙や表現力を育てます。

協力が必要な運動あそびを通じて、他児とのやりとりや思いやりの心を育てます。

支援方針

・子どもたちの想像力や身体表現を活かした運動療育を行います。
・跳び箱・平均台・トランポリン・ダンスなどのツールを用いて、楽しさの中で身体機能と感覚統合を育みます。
・活動を通じて自信や達成感を積み重ね、心身の健やかな発達を支援します。
・保護者・地域と連携し、子どもたちの「やってみたい！」を引き出す環境づくりに努めます。

送迎実施の有無

送迎実施の有無

営業時間

法人（事業所）理念 「あそびは学び」此れを療育の根幹に据え、日本中の子どもたちとその家族の笑顔を創り続ける。

事業所名 とんぼっくスポーツさくら台校 作成日支援プログラム



主な行事等

・4月 体あそび歓迎会：ストレッチ・リズム体操で緊張をほぐす。
・5月 春のピクニック：自然の中で感覚・運動体験を楽しむ。
・7月 七夕・運動ミニ発表会：身体表現による発表活動。
・8月 水遊び・サーキットあそび：五感と想像力を刺激。
・10月 ハロウィンリズム運動会：仮装とダンスでの自己表現。
・12月 クリスマス・イメージ運動劇：創作ストーリーの身体表現。
・3月 ありがとう運動会：1年間の成長を動きで表現。


